
戦前の水泳の授業

浜甲子園での海水浴 昭和１２年７月２０日 乗り物を乗り継いで出かけました。
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砂浜でみんなでくつろぐ姿は、格別だったことでしょう。

昭和１６年 武庫川 生瀬での水泳練習

学校にプールのなかったこの時代、子どもたちは武庫川で水泳の練習をしていました。夏休みや

短縮授業の期間を利用して、汽車に乗って、生瀬（宝塚の１つ先の駅）まで出かけました。

練習は、下流から上流へと岩場から放り込まれていくワイルドなものでした。それをくり返しや

るのですから、相当根性がついたことでしょう。昔の子はこうして心身ともに鍛えられたのです。

この年の１２月、日本は真珠湾攻撃によって戦争に突入し、平穏な学校生活もその後一変します。


